
 

第４２回新潟県スポーツ少年団競技別交流大会 

第３２回ミニバスケットボール大会開催要項 

「公益財団法人スポーツ安全協会スポーツ普及奨励助成事業」 

 

１ 趣旨  地域スポーツの振興に伴い、各スポーツ少年団がそれぞれ活発な活動を展開している。この状況に

即し、スポーツを愛好する団員が一堂に集い、日頃鍛えた技を競いながらお互いの交流を深めると

ともに、団員の能力開発を目指す場とする。 

 

２ 主催  公益財団法人新潟県スポーツ協会新潟県スポーツ少年団 

 

３ 共催  長岡市  長岡市教育委員会 公益財団法人長岡市スポーツ協会 

 

４ 後援  新潟県 一般財団法人新潟県バスケットボール協会  新潟日報社 

 

５ 主管  長岡市スポーツ少年団 長岡市バスケットボール協会 

 

６ 期日  【女子 予選リーグ】     令和４年８月１１日（木・祝） 

  【男子 予選リーグ】     令和４年８月２１日（日） 

  【男・女 決勝リーグ】        令和４年８月２７日（土） 

  ※参加チーム数により調整のために変更する場合がある。 

 

７ 会場  【男・女 予選リーグ（１回戦～２回戦以降）】 

       ○長岡市市民体育館     〒940-0041 長岡市学校町 1丁目2番1号  TEL：0258-34-2700 

       〇長岡市北部体育館   〒940-0029 長岡市蔵王 2丁目2番72号  TEL: 0258-24-6116 

       ※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から参加申込数等により、朝日総合体育館（村上市）を 

使用する場合がある。 

 

８ 大会日程及び会場 

  参加申込後に別途通知する。 

 

９ 開催種別 

（１）小学生男子の部    （２）小学生女子の部 

 

10 参加資格・人数 

（１）令和４年度日本スポーツ少年団登録団員及び指導者。 

（２）スポーツ安全保険等に加入している者。 

（３）１チームにつき、指導者及びアシスタントコーチ（指導者1名・アシスタントコーチ2名）、マネージ

ャー１名、選手１５名 

 



 

11 表彰   

（１）団体戦上位８団には賞状を授与する。(申込み状況により異なる場合もある。) 

（２）団体戦１位～３位の入賞者には入賞メダル（新潟日報社寄贈）を授与する。 

 

12 申込方法 

（１）単位団ごとに、所定の参加申込書・メンバー申込書を記入のうえ申し込むこと。 

（２）参加申込書・メンバー申込書は下記へ令和４年７月20日（水）までに申し込むこと。（期日必着） 

    ※コロナウイルスの感染防止対策として、午前、午後でチームの入れ替えなどを実施し開催することが

想定されます。組み合わせ等の都合もあり、原則、申し込みをするチームは全日程で参加が可能となる

ようお願いします。 

    ※原則として、電子メールで送信のこと。メールで送信できない場合はFAX送信でも結構です。 

※「申込み用紙」は（公財）長岡市スポーツ協会のＨＰからダウンロードできます。 

 〒940-0084 

  長岡市幸町 2-1-1 さいわいプラザ2Ｆ（公財）長岡市スポーツ協会 

  長岡市スポーツ少年団事務局 小野・青柳・坂詰 

 ℡ 0258-34-2130  FAX 0258-34-2170 

 E-mail n-sposyo@n-spokyo.or.jp 

 URL http://www.n-spokyo.or.jp/ 

 

（３）参加申込書にスポーツ少年団登録システムの帳票を利用し登録確認用紙（団情報、団員名簿、指導者名

簿）を必ず添付すること。FAX送信または郵送すること。 

（４）申込みの時点で未登録者がいた場合は、その者は出場することはできない。 

（５）申込みは１単位団１チームとすること。 

 

13 参加料 

  １チーム  ４，０００円 

 

14 振込先 

（１）下記の指定口座に振り込むこと。 

第四北越銀行 長岡市役所支店 普通口座 ８１３１３ 

公益
コウエキ

財団
ザイダン

法人
ホウジン

長岡市
ナガオカシ

スポーツ協会
キョウカイ

 会長
カイチョウ

 市村
イチムラ

 輝
テル

勇
オ

 

（２）振込みと同時に別紙「納入書」を必ず郵送すること。 

（３）振込手数料は自己負担とする。 

     

15 競技上の規定及び方法 

（１）競技規則は現行の日本バスケットボール協会ミニバスケットボール競技規則に準ずる。 

※ゾーンディフェンスを禁止する。 

 （２）スポーツ少年団独自ルールの採用 

mailto:n-sposyo@n-spokyo.or.jp


 

    ※３ポイントシュートの採用 ※第３、４クオーター交代自由（第２クオーターまで１０人出場） 

（３）男女各ブロック３チームずつの予選リーグ（予定）とする。 

   （各ブロック予選リーグ１回戦） 

    １回戦は３チームずつのリーグ戦を行い１位のチームが次の決勝リーグ、決勝トーナメントに進む。 

    決勝リーグも１回戦と同様に３チームずつのリーグ戦を行い１位のチームが次の決勝トーナメントに進

む。 

    ※参加チーム数により、各ブロック３チームのリーグ戦を４チームのリーグ戦に変更する場合がある。

その場合、決勝リーグに進出するチーム数が２チームに変更する場合もある。 

（４）決勝リーグはメイン会場で男女の各ブロックから進出したベスト１０以上のゲームを行う。 

（５）予選リーグ及び決勝リーグの順位の決め方 

①勝率の高いチームを上位とする。 

②同率の場合は総得点－総失点、次に総得点÷総失点の高いチームを上位とする。 

（６）試合球は合皮製５号球とし、参加チームは１個持参のこと。 

（７）同じチームのプレーヤーは同色のユニホームを着て、前と後ろに番号をつける。ただし、１番から３番

は使用しない。 

（８）各チームは濃淡２色のユニホームを用意すること。 

（９）申し込み締め切り後は特別な事情が無い限り、登録選手以外の選手交代は認めない。 

特別な事情で選手交代する場合は、主催者の承認を得るものとする。 

組み合わせについては新潟県スポーツ少年団バスケットボール専門部及び主管団体の責任抽選とする。 

 

16 新型コロナウイルス感染拡大防止対策について 

（１）直近の感染状況や上位団体の通知等により別途定めることとする。 

（２）当大会は感染拡大防止対策を徹底して行う。参加にあたっては、新潟県バスケットボール協会大会運営  

ガイドライン等を遵守すること。できる限り接触の機会を減らすこと、３密の状態を作らないために会場出

入口・観覧席・待機場所・施設内動線を指定する。チーム関係者全員に周知のうえ、遵守すること。 

（３）選手は登録選手15名以内とする。帯同する保護者は消毒スタッフとして５名以内とする。チームスタッ

フ及び消毒スタッフには入館の際にチーム名入りの名札を配布する。会場への再入場時、会場内では常に見

えるところに掲示しておくこと。 

（４）大会前および大会期間中に不測の事態が発生したときは、公益財団法人新潟県スポーツ協会新潟県スポー

ツ少年団及び一般財団法人新潟県バスケットボール協会の指示に従う。 

（５）大会期間中、コロナウイルス感染拡大防止対策に係る大会事務局からの指示等に従うこと。 

（６）別紙、「コンディショニングチェック表」、「参加選手承諾書兼健康チェックシート（チーム関係者含む）」、

「利用者名簿」を大会受付時に事務局に提出すること。 

（７）大会前、及び大会期間中に長岡市内、近隣市町村でコロナウイルス感染拡大が確認されたときは、大会を

中止又は延期する場合がある。また、感染状況によっては、競技方法、参加人員等が変更する場合がある。 

※大会前々日に健康チェック内容に問題がある場合は、新潟県バスケットボール協会競技会運営ガイドライ

ンに基づいて大会参加を見合わせること。 

 

 



 

17 その他 

（１） 参加者については保護者の同意を得てコーチが指導にあたると共に、スポーツ傷害保険等に加入するこ

と。今大会における怪我等について主催者は責任を負わない。 

（２）今大会の開会式・閉会式・代表者会議については決勝リーグのメイン会場のみで行う。予選リーグの各

ブロック会場では行わない。 

（３）予選リーグの詳細日程（期日・会場等）については、参加申込後別途連絡をする。 

（４）参加チームは、審判者（新潟県バスケットボール協会公認以上）を、１名以上帯同すること。（参加条件） 

（５）参加申込状況に応じて、試合方法を変更する可能性もある。 

（６）参加団は、必ず単位団旗を持参のこと。 

（７）参加団員は、必ず団員登録章(ワッペン)を着用すること。 

（８）各単位団の代表者は、当日の指導者会議に必ず出席すること 

（９）競技規則により行われる異議申し立て以外は慎むこと。指導者会議を含め指示に従わない場合は失格と

する。 

（10）申込期日に遅れた場合や申込書に必要事項未記入があった場合などは参加を受け付けない。 

（11）参加申込書は、必要枚数をコピーのうえ使用すること。 

（12）取得した個人情報は大会運営上必要なプログラム編成及び作成・大会結果掲載にかかわること（掲示板・

ホームページ・大会報告書・報道関係への提供等）、その他大会運営及びに大会開催に必要な連絡等のみ

使用する。大会関係機関・団体又はこれらに認められた報道機関等によって撮影された写真、映像が新聞・

雑誌・報告書及び関連ホームページ、インターネット等によって配信されることがある。大会申し込みと

して申込書を提出した時点で、個人情報及び肖像権の取り扱いに関する承諾を得たものとして対応する。 

 


